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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

年
遅
れ
て
も
計
画
を
皆
で

し
っ
か
り
話
し
合
い
、
で

き
る
だ
け
早
期
と
考
え
て

い
る
。

問�

　
宮
守
保
育
園
と
宮
守
児

童
館
を
併
設
し
て
の
建
て

替
え
、
さ
ら
に
運
動
広
場

の
拡
張
や
駐
車
場
、
周
辺

民
家
へ
の
通
い
道
な
ど
、

一
体
的
整
備
を
図
る
こ
と

で
子
育
て
環
境
が
と
と
の

う
現
在
地
が
、
建
設
場
所

に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う

が
。答

（
市
長
）�

　

現
在
地
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
皆
の
話
し

合
い
に
よ
っ
て
決
ま
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。

問�

　
粡
町
７
号
線
を
保
育
園

道
路
に
接
続
す
れ
ば
除
雪

も
可
能
と
な
る
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
、粡
町
７
号
線
は
。

生
活
に
身
近
な
道
づ
く
り

事
業
５
ヵ
年
計
画
に
載
っ

て
い
な
い
の
で
、
計
画
に

入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。

問�

　
後
期
基
本
計
画
を
展
開

し
て
の
成
果
は
。

答
（
市
長
）�

　
「
遠
野
の
未
来
開
拓
予

算
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
の
遠
野
に
重
要
な
の
は

民
間
投
資
、
そ
れ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
成
果
は
十

分
上
げ
ら
れ
る
。

問�

　
宮
守
保
育
園
建
て
替
え

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

建
て
替
え
を
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
宮
守
総
合

支
所
が
中
心
と
な
り
、
建

設
場
所
も
含
め
、
し
っ
か

り
宮
守
町
全
体
の
将
来
像

を
決
め
て
か
ら
と
考
え

る
。問�

　

建
て
替
え
は
何
年
度

か
。答

（
市
長
）�

　

何
年
と
申
し
上
げ
る
と

約
束
に
な
る
。
建
設
が
一

市
長	

手
ご
た
え
を
感
じ
る佐々木 敦緒 議員

第
２
次
遠
野
市
総
合
計
画

　

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

シカ対策ついて

一問一答方式

問�
　
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
等
や
全
国

の
猟
友
会
の
方
に
依
頼
し

て
、
徹
底
し
た
駆
除
が
必

要
と
思
う
、
当
局
で
考
え

る
効
果
的
な
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

今
年
度
は
岩
手
県
と
一

緒
に
高
原
に
沢
山
の
ワ
ナ

を
仕
掛
け
る
。

問�

　
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
製
造

や
動
物
園
に
シ
カ
肉
を
販

売
す
る
シ
カ
の
解
体
処
理

加
工
施
設
の
建
設
を
本
市

で
行
う
こ
と
を
提
案
す

る
。答

（
市
長
）�

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

と
し
た
い
。
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
等
は
十
分
あ
る
と
考
え

る
。
民
間
企
業
が
や
る
と

の
声
も
聞
こ
え
て
い
る
。

い
ず
れ
民
で
あ
り
官
で
あ

れ
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問�

　
シ
カ
の
駆
除
の
達
成
度

合
い
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
２
年
度
は
２
３
７

１
頭
、
３
年
度
は
２
７
８

４
頭
捕
獲
し
た
。

問�

　
年
間
の
被
害
額
は
。

答
（
市
長
）�

　

９
９
０
１
万
円
の
現

状
。

市長 	シカの被害は切実

問�

　
社
会
教
育
の
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
人
材
の
育
成
な

ど
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み

や
学
校
教
育
と
社
会
教
育

の
一
層
の
連
携
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続

し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の

住
民
の
主
体
的
な
参
画
を

得
る
こ
と
若
手
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
の
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
努
め
る
こ
と
を
重

点
と
し
て
社
会
教
育
の
充

実
に
向
け
取
り
組
む
。

問�

　
新
教
育
長
の
教
育
行
政

に
関
す
る
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

私
の
強
み
は
教
員
と
し

て
37
年
勤
務
し
て
き
た
こ

と
。
重
点
方
針
と
し
て
、

小
中
学
校
の
現
場
の
声
を

聞
く
こ
と
、
地
域
や
保
護

者
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図

る
こ
と
の
２
点
。
強
い
使

命
感
と
責
任
感
を
も
っ
て

教
育
行
政
を
牽
引
し
て
い

く
覚
悟
で
あ
る
。

問�

　
生
涯
学
習
と
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

個
人
の
生
活
の
向
上
職

業
上
の
能
力
の
向
上
等
を

目
指
し
自
発
的
な
意
志
に

基
づ
い
て
行
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
必
要
に
応
じ
自

分
に
適
し
た
手
段
お
よ
び

方
法
を
自
ら
選
び
な
が
ら

生
涯
を
通
じ
て
行
う
も

の
。
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
み
な
ら
ず
個
人
の
趣

味
も
生
涯
学
習
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

問�

　
学
校
教
育
の
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
の
推
進
と
学
校
家
庭
地

域
が
協
働
し
て
取
り
組
む

『
学
校
運
営
協
議
会
制
度
』

に
よ
る
学
校
運
営
の
二
つ

を
基
軸
と
し
て
、
遠
野
の

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

問�

　
家
庭
教
育
の
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

家
庭
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
開
催
し
、
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
情
報
メ

デ
ィ
ア
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
な
ど
、
家
庭
教
育

の
課
題
に
即
し
た
学
習
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
家
庭
及
び
地
域
の

教
育
力
の
向
上
に
努
め

る
。

　

学
校
運
営
協
議
会
等
と

連
携
し
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
と
い
う
観
点
の
下

取
り
組
み
を
進
め
る
。

教
育
長	

小
中
学
校
の
現
場
の

	
	

声
を
聞
く
こ
と 小松 正真 議員

新
教
育
長
の
方
針
は

一問一答方式

社会教育に対する方針は
教育長 	リーダー育成に努めることを重点に充実を図る

市民の皆さま教育長室に遊びに来てくださいby教育長

建て替えをひっそり待つ
宮守保育園

懸
命
に
電
気
柵
を
張
り
巡
ら
す
農
家


